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承認第 15・16号　専決処分の是非を問う

【承認第１５号】　専決処分事項の承認を求めることについて
　平成２９年度香美市一般会計補正予算（第６号）
　台風２１号に係る庁舎や道路、河川等の修繕費の追加及び農林水産業施設災害復旧費
の追加、林道等の倒木撤去や崩土取り除き、教育施設の緊急修繕費などの追加補正を、
平成２９年１０月２３日付で専決処分した。

【承認第１６号】　専決処分事項の承認を求めることについて
　平成２９年度香美市一般会計補正予算（第７号）
　台風２１号に係る園芸用ハウス整備事業費の追加補正を、平成２９年１１月１日付で
専決処分した。

［承認第１６号の承認・不承認それぞれの討論を紹介します］

※専決処分…「議会の権限に属する事項について、町村長が議会に代わ
　　　　　　って意思決定を行うことである。専決処分をすれば、議会
　　　　　　が議決したのとまったく同じ法律効果を発生する。したが
　　　　　　って、議会としてはその慎重な運用を真剣に見守らなけれ
　　　　　　ばならない。」　（議員必携より抜粋）

Ⓒ
や
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し

さ
ん
れ
い
さ
ん
ち
ゃ
ん

　

承
認
第
16
号
、「
専
決
処

分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
に
不
承
認
の

討
論
を
行
う
。

　

原
案
は
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
の
「
市
長
が
議
会

を
招
集
す
る
暇
が
な
い
と

き
」
の
規
定
を
適
用
し
、
専

決
処
分
し
た
も
の
だ
。

　

市
長
の
専
決
処
分
は
、
議

会
の
権
限
で
あ
る
意
思
決
定

（
議
決
）
を
議
会
に
代
わ
っ

て
行
う
こ
と
で
あ
り
、
議
会

が
議
決
し
た
の
と
同
様
の
法

律
効
果
が
発
生
し
、
た
と
え

不
承
認
の
場
合
で
も
、
そ
の

ま
ま
予
算
が
執
行
で
き
る
。

　

安
易
な
専
決
処
分
は
明
ら

か
な
議
会
軽
視
で
あ
り
、
議

会
制
民
主
主
義
を
否
定
す
る

非
常
に
危
険
な
行
為
だ
。

　

市
長
は
臨
時
議
会
を
招
集

し
、
議
論
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
甲
藤
　
邦
廣

【
不
承
認
　
討
論
】

　

台
風
21
号
の
被
害
が
呼
び

水
と
な
っ
て
離
農
者
を
生
み
、

本
市
の
基
幹
産
業
が
衰
退
す

る
こ
と
を
懸
念
し
た
市
長
の

判
断
に
よ
る
も
の
だ
。

　

専
決
処
分
は
不
承
認
と
な

っ
て
も
無
効
に
は
な
ら
な
い

が
、
議
会
が
不
承
認
と
し
た

専
決
を
行
っ
た
と
い
う
意
味

で
、
政
治
的･

道
義
的
責
任

は
残
る
。

　

被
災
農
家
は
、
収
穫
直
前

の
農
産
物
が
台
風
で
台
無
し

に
な
り
、
１
日
も
早
い
復
旧

を
願
っ
て
い
た
。
激
甚
災
害

が
適
用
さ
れ
る
ほ
ど
の
被
害

を
出
し
た
台
風
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
後

に
道
義
的
・
政
治
的
責
任
を

追
求
さ
れ
る
案
件
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
台
風
で
あ
れ
ば

専
決
あ
り
き
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。

日
本
共
産
党
　
大
岸
　
眞
弓

【
承
認
　
討
論
】
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平成29年度一般会計補正予算（第９号）を可決、修正案否決

　平成２９年度香美市一般会計補正予算（第９号）は、主に建設候補地が決まった新図書
館建設費を追加補正するものです。それに対し、市民クラブの山㟢真幹氏が２名の賛同を
得て、「新図書館建設費は少なくとも、まちづくり委員会、市民懇談会での説明を行った
後、来年度予算以降に提案されるべき」として、図書館建設に係る用地調査等の業務委託
費４２０万円を除く修正動議を提出しました。
　修正案は賛成少数で否決され、原案可決となりました。

議案第９０号　平成２９年度香美市一般会計補正予算（第９号）に修正動議

修正案に対し、賛成、反対それぞれの討論がありましたので紹介します。

　

住
民
参
加
と
協
働
に
と
っ

て
、
合
意
に
基
づ
い
た
議
論

の
尊
重
は
市
政
と
住
民
の
信

頼
関
係
に
欠
か
せ
な
い
。
今

回
の
用
地
検
討
委
員
会
、
建

設
等
検
討
委
員
会
で
の
審
議
、

そ
れ
を
受
け
て
、
安
全
面
や

財
政
面
の
総
合
的
検
討
を
加

え
た
教
育
委
員
会
で
の
判
断

は
、
前
回
指
摘
を
受
け
た
認

識
違
い
、
思
い
込
み
も
な
い
。

事
務
局
も
可
能
な
限
り
の
情

報
公
開
を
し
て
い
る
。

　

今
回
の
件
で
、
新
聞
報
道

さ
れ
る
段
階
に
な
っ
た
決
定

が
二
度
に
わ
た
り
議
会
で
覆

さ
れ
れ
ば
、
今
後
の
市
民
協

力
に
影
響
す
る
と
懸
念
す
る
。

　

よ
っ
て
、
原
案
通
り
の
速

や
か
な
事
業
推
進
を
求
め
る
。

自
由
ク
ラ
ブ
　
島
岡
　
信
彦

　

新
図
書
館
建
設
に
当
た
り
、

事
前
説
明
が
不
備
と
の
指
摘

を
受
け
、
教
育
委
員
会
は
再

度
、
用
地
選
定
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。　

　

そ
の
間
、
議
会
か
ら
の
意

見
、
要
望
を
踏
ま
え
、
美
術

館
収
蔵
庫
の
合
築
も
見
直
し
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
工
科
大
生
を
含

め
、
市
民
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

検
討
委
員
会
が
出
し
た
集

計
結
果
、
答
申
は
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
く
ま
で
も
香
美
市
民
を

対
象
と
し
た
新
図
書
館
で
あ

り
、
本
館
機
能
を
併
せ
持
つ

も
の
で
あ
る
。

　

反
対
な
ら
ば
用
地
選
定
の

外
部
有
識
者
等
の
意
向
を
議

会
が
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。 公

明
党
　
織
田
　
秀
幸

【
修
正
案
　
反
対
】

　

今
回
の
図
書
館
用
地
の
選

定
で
は
、
市
民
の
声
が
十
分

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。

　

議
会
は
、
特
別
委
員
会
を

作
り
「
香
美
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
制
定
を
目

指
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
一
方
で

「
協
働
の
た
め
市
民
の
声
を

聞
く
努
力
を
」
と
言
い
、
他

方
で
「
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
て
い
な
い
議
案
に
賛
成
す

る
」
な
ど
、
二
重
基
準
で
執

行
部
に
相
対
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
行
政

と
市
民
と
の
協
働
、
そ
し
て
、

住
民
自
治
の
概
念
か
ら
遠
の

く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
市

民
懇
談
会
を
行
っ
た
後
の
予

算
提
出
で
も
日
程
的
に
は
問

題
な
い
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
利
根
　
健
二

【
修
正
案
　
賛
成
】

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

瀧
の 

シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん


